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誘起電圧定数とトルク定数

動力 ： P = f * v = (Bli) * v  = (Blv) * i  =  e * i
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誘起電圧定数とトルク定数：動力計算

https://www.mitsuba.co.jp/scr/products/moter-kit より
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電流値から推測するモータの効率

電圧は常に一定、トルク定数は電流に依存せず一定、負荷トルクは次の式で表されるものとする。

Tp = Kt * Ip - Tn

Ip

モーター

Rm

n-I 特性

巻線抵抗による
電圧降下
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誘起電圧定数とトルク定数の合致？例

（入力）

電圧／相 E [ V ] 24.000

無負荷回転速度 Nn [ rpm ] 1010

拘束トルク（目検討） To [ Nm ] 8.000

拘束電流（目検討） Io [ A ] 32.000

最大効率時電流 Ip [ A ] 3.000

無負荷電流 In [ A ] 0.300

最大効率時回転速度 Np [ rpm ] 900

最大効率時トルク Tp [ Nm] 0.680

（出力）

効率（数値を信用したなら） η=Np*Tp*2π/60/(E*Ip) 0.890

(検証用出力）

電圧降下による効率低下率 ⊿ηc =Ip/Io*100 [ ％ ] 9.375

無負荷トルクによる効率低下率 ⊿ηt =In/Ip*100 [ ％ ] 10.000

（原因追求）

トルク定数 Kt =To/Io [ N/m/A ] 0.250

誘起電圧定数（トルク定数より計算）Ke =Kt*2π/60 [ V/rpm ] 0.026

誘起電圧定数（測定値より） Ke =V/Nn [ V/rpm ] 0.024

測定値から
の計算では
約89%

電流の変化
からのモータ
の最大効率
は約81%

誘起電圧とトルク
定数は、約8%合
致していない
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モータの最大効率を決める要因は？

モータの最大効率は、Tnの大きさより決定される。

I

p

モーター

Rm

巻線抵抗によ
る限界効率

巻線抵抗によ
る電圧降下

Tn減少
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